
決議名 概要

持続可能な湖沼管理に関する決議

各国及び国際機関に対する以下の要請

 ・水質、侵食・堆積、水生生物多様性に関する、湖の保護、回復、賢明な利用

 ・湖沼管理計画の国や地域の開発計画への統合

 ・地域社会や他のステークホルダーの関与・参加　等

事務局長に対する以下の要請

・ラムサール条約等の関連条約と強調した湖沼管理の進展への支援

 ・各国の研究、能力開発、知見共有の促進

 ・湖沼管理の主流化　等

持続可能な発展のための自然に

基づく解決策に関する決議

・自然に基づく解決策の定義の決定や生態系に基づくアプローチとの関係の整理

・事務局長に対する要請（ベストプラクティスとりまとめ、ガイダンス提供、普及啓発等）

・各国に対する本決議の地域コミュニティ等と連携した実施の支援の要請

動物福祉に関する決議

事務局長に以下を要請

 ・動物福祉と環境と持続可能な開発との関連性についての報告書を作成すること。

・OIE、FAO、WHOとの関係を強化すること

 ・UNEA6において、実施状況を報告すること。

生物多様性と健康に関する決議

・事務局長に対し、人間と動物と生態系の健全性のつながりを踏まえた、各国のOne Healthアプローチに

沿った取組等への支援の要請

 ・各国に対し、野生生物の取引にかかる公衆衛生リスク低減への呼びかけ

 ・薬剤耐性対策の重要性への理解促進の招請　等

持続可能な窒素管理に関する決議

各国に対する以下の奨励

・窒素廃棄物を2030年までに顕著に減少させること

・国家行動計画に関する情報共有

化学物質と廃棄物の健全な管理に

関する決議

 ・事務局長に対し、SAICMのICCM5への支持の継続・強化を要請

 ・各国等に対する特別プログラムへの資金動員の呼びかけと一回限りの期間延長の決定

 ・「懸念事項に関する評価報告書」に述べられた懸念事項への対処の要請　等

科学の確立に関する決議

化学物質・廃棄物の適正管理及び汚染の防止に関する独立した政府間科学・政策パネル（気候変動分野で

のIPCC（気候変動に関する政府間パネル）や生物多様性分野でのIPBES（生物多様性及び生態系サービス

に関する政府間科学政策プラットフォーム）に類するもの）の設置に向けて、詳細を議論するための臨時公

開作業部会を設置することの決定

持続可能で回復力のあるインフラ

 ・‘International Good Practice Principles for Sustainable Infrastructure’の実施等を奨励

 ・持続可能なインフラの計画や展開における戦略的環境影響評価の奨励

 ・事務局長による各国への支援を要請　等

コロナからの持続可能で強靭で包

摂的な復興に関する決議

 ・各国に対するグリーンで持続可能な復興措置を制度化することの呼びかけ（アフリカの国を含む途上国へ

の支援も）

 ・国連機関やUNEP事務局長に対する、包摂的なグリーン・リカバリーのための支援の要請　等

循環経済に関する決議

 ・各国に、循環経済戦略や行動計画の作成と、国家開発計画への循環経済の統合を招請

 ・中小企業等が循環経済を取り込むための支援を各国に奨励

 ・持続可能な公共調達等を通じ、循環経済を取り込むよう各国に要請　等

鉱物資源ガバナンスに関する決議

 ・鉱業慣行及び鉱業への投資がSDGs等に沿うよう奨励

・事務局長に対し、地域コンサルテーションを開催するよう要請

・コンサルテーションで扱う内容を決定

 ・事務局長に対する、世界資源情報データベース（GRID-Geneva）を通した、砂に関する科学、技術、政策の

知識の強化、世界的な政策と行動への支援の要請

 ・事務局長に対する、鉱滓管理に関する知識格差の報告書作成の要請　等

UNEP事務局における衡平な地理

的代表とバランスの遵守に関する

決議

事務局長に対する、UNEP職員の採用に当たって地理的なバランスを取ることの要請

GEOの将来に関する決議

事務局長に対し、政府間及びマルチステークホルダーの助言グループの設置を要請し、2025年以降の

UNEAにおいてGEO-7を提出することを要請

UNEA6の日程及び会場に関する

決定

 ・UNEA6の日程の決定（2024年２月26日～３月１日）及び議題案の承認
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